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特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

平成26年度　予算のあらまし　一般会計・特別会計・企業会計

　第12回（２月）定例会は、２月14日に招集され、３月20日までの35日間にわたり開催しました。
この議会では、市長から平成26年度の施政方針が述べられた後、平成25年度関係議案、平成26

年度関係議案の審議をそれぞれ行い、いずれも原案のとおり議決しました。また、市長の施政方針に対する代表質問が行
われ、７つの会派から質問がありました。さらに、13人の議員から個人質問が行われました。
ここでは、平成26年度の一般会計、５特別会計及び３企業会計の予算審議、歳入・歳出予算額等の主な内容をお知ら
せします。

特別会計は、国民健康保険や介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収入でその支出を賄うものです。

企業会計は、地方公営企業法の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計です。

平成26年度予算を可決しました！

特 別 会 計 予 算

企 業 会 計 予 算

会　　計 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減率
国民健康保険事業 244億 6,100 万円 240億 2,700 万円 1.8％
土地取得事業 5億 4,850 万円 1,000 万円 5,385.0％
介護保険事業 144億円 141億 3,300 万円 1.9%
簡易水道事業 440万円 430万円 2.3%

後期高齢者医療事業 21億 7,500 万円 20億 6,500 万円 5.3%
合　　計 415億 8,890 万円 402億 3,930 万円 3.4%

会　　計 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減率
病院事業 157億 6,000 万円 133億 5,400 万円 18.0%
水道事業 52億 1,000 万円 50億 4,900 万円 3.2%
下水道事業 91億 2,000 万円 77億 900万円 18.3%
合　　計 300億 9,000 万円 261億 1,200 万円 15.2%

問国民健康保険事業にお
いて、さらに、医療費を抑制
するための新たな取り組みは。
答新たな取り組みとして、
医療費を抑制することができ
るジェネリック医薬品の利用
促進を図るため、処方された
薬をジェネリック医薬品に切
りかえた場合の自己負担の軽
減可能額を記載した差額通知
の送付を予定している。

問介護保険事業において、
認知症に対する施策は。
答認知症の早期発見のため
の取り組みとして、前年度に
引き続き、認知症集団検査を
実施する。また、認知症予防
講演会、物忘れ予防相談及び

認知症予防教室を実施するほ
か、平成26年度の新規事業
として、認知症予防に効果が
あるノルディックウオーキン
グの講習会を開催する。
　さらに、認知症高齢者見守
り事業として、認知症サポー
ター養成講座の開催や高齢者
あんしん見守りネットワーク
協力事業所登録制度の推進等
により、高齢者が住みなれた
地域で安心して暮らしていけ
るよう努めていく。

問病院事業において、医師
確保に対する認識は。
答医師確保のための取り
組みとして、平成 26年度に
向けて、新たに16人の医師

を確保している一方で、18
人が退職するなど、慢性的な
医師不足が生じているが、継
続的に医師を確保するために
は、今後も、大学病院等との
連携を強化し、協力体制の維
持・構築に努めていく必要が
あると認識している。

問病院事業において、看
護師確保に向けた取り組みは。
答近隣病院に比べ、低水
準にある臨時看護師の賃金体
系を見直すとともに、育児を
している看護師が安心して勤
務できるよう、院内保育所「き
らら」のさらなる活用を図り、
看護師の労働環境の向上に取
り組んでいく。

問下水道事業において、下
水道接続率向上のための取り
組みは。
答人口密集地は、投資的効
果が高く、早期に効果があら
われることから、優先的に整
備するとともに、市のホーム
ページや広報ぬまづによるＰ
Ｒ、水洗化指導員による訪問
指導、下水道接続工事に要す
る資金の融資あっせん及び利
子補給等を引き続き行ってい
く。また、平成 26年度にお
いては、他市町の取り組みや
接続件数の推移を注視しなが
ら、費用対効果を鑑み、下水
道接続時の新たな助成制度に
ついて研究していきたいと考
えている。

定例会の
主な内容
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

全会計合計 1,423 億 2,890 万円
一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学
校の整備、福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

平成26年度予算を可決しました！

歳　入 歳　出

一 般 会 計 予 算
平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 比　較　増　減 増減率
706億 5,000 万円 677億円 29億 5,000 万円 4.4％

問新たに企画部に置く「ぬ
まづの宝推進課」の内容は。
答本市の活性化や魅力向
上を図るため、沼津にあるさ
まざまな魅力を持つ資源を発
掘し、選定してきた「ぬまづ
の宝 100 選」を活用し、首
都圏に近い本市をどのように
売り出していくかということ
を新しい体制で推進していく
ものである。

問駅前にぎわいづくり支
援事業における西武沼津店本
館跡地の広場利用についての
認識は。
答平成26年 4月に立ちあ
がる予定の利用協議会におい
て、飲食店等を初めとした利

用についての協議がされるこ
ととなる。
　本市としては、当協議会に
対する支援を行うほか、本市
のＰＲや産業振興のイベントな
どにより、にぎわいを図ってい
きたいと考えている。また、利
用に当たっては、公平性の確
保などの観点から、本市も当
協議会に参加し、広く利用さ
れる広場となるようにしてい
きたいと考えている。

問中心市街地再生事業費
の内容は。
答平成27年 3月に計画期
間が終了する中心市街地活性
化基本計画にかわる次期計画
としての中心市街地再生計画

及びまちなか居住の推進など
中心市街地の再構築を図って
いくために必要となる国から
の支援を受けるため、地方都
市リノベーション事業の採択
等に向け、都市再生整備計画
を策定するものである。

問香陵公園周辺整備基本
計画策定事業の内容は。
答新市民体育館の建設候
補地となっている香陵公園及
びその周辺は、今後、市役所、
市民文化センターに加え、体
育館が整備されることで、こ
れまで以上に人が集まること
が予想されるため、新たにつ
くる駐車場や体育館の配置、
人の動線などについて、一体

的な整備計画を策定するもの
である。

問学力保証プログラム事
業の内容は。
答市内全校の小学校 5年
生、中学校2年生の児童生徒
に市独自の調査を行う学習支
援改善調査実施事業、指定小
学校 4校及び静浦小中一貫
学校に対して学力向上の研究
を行う学力パワーアップ研究
事業、2中学校区を指定して、
言語科で育成する力を適切に
評価する言語科研究事業、小
学校3年生を対象に、放課後
等を活用し、きめ細やかな学
習支援を行う確かな学力育成
事業を行うものである。

歳出総額
706億
5,000万円

歳入総額

民生費
247億
3,547万円

（35.０%）市税
353億円

（50.0%）

土木費
105億
8,938万円
(15.０%)

　公債費
76億
8,630万円

（10.9%）

　　衛生費
74億5,697万円
　（10.6%）

　総務費
73億6,934万円
　（10.4%）

教育費
60億
3,415万円
　　 （8.5%）

消防費
43億3,096万円

（6.1%）

その他
24億4,743万円（3.5%）

その他
60億8,031万円（8.6%）

706億
5,000万円

源

自

主

財

58.7％

源

依

存

財

41.3％

その他
61億3,894万円

（8.7%）

  国庫・
 県支出金
　160億
　2,495万円
　  （22.7%）

市債
71億
580万円

（10.0%）
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平成 26年度予算の主な事業

第12回（2月）定例会で可決された平成26年度予算の中から、主な事業を紹介します。

平成26年度予算の主な事業
スマート

インターチェンジ
設置事業

ぬまづの宝
推進事業

学力保証
プログラム事業

コンベンション
関連事業

中間処理施設
整備事業

香陵公園周辺整備
基本計画策定事業

新市民体育館
建設事業

予算額
７億3,400万円

予算額
1,000万円

予算額
700万円

予算額
5,940万円

予算額
3,900万円

予算額
3,000万円

予算額
700万円

▲スマートインターチェンジ設置予
定の東名愛鷹パーキングエリア

▲沼津から見る富士山（ぬまづの宝 100 選）

▲知識の確実な定着を目指して

▲プラサ ヴェルデ ( 大手町 )

▲現在の清掃プラント ( 上香貫 )

▲香陵公園周辺 ( 御幸町 )

▲現在の市民体育館 ( 高島本町 )

東名愛鷹スマートインターチェンジは平成 27 年度、新
東名駿河湾沼津スマートインターチェンジは平成 28 年度
の開設をそれぞれ目指し、事業用地の取得や埋蔵文化財の
発掘調査、道路の改良工事などを実施するものです。

「ぬまづの宝 100 選」を
初めとした、沼津にあるさ
まざまな魅力を持つ資源を
活用したシティープロモー
ションを効果的に展開して
いくため、「ぬまづの宝推進
課」を設置し、全国に向け
た本市のＰＲを行い、本市
の活性化や魅力向上を図る
ものです。

児童生徒の基礎的な知識の確実な定着を図るため、小
学校５年生、中学校２年生に対する学力調査の実施や小
学校３年生を対象とする放課後等学習支援員の配置など
を行うものです。

平成 26 年 7 月 20 日にグランドオープンする総合コ
ンベンション施設「プラサ ヴェルデ」の周辺整備やグラ
ンドオープン記念イベントの開催、全国規模の会議やイ
ベントなどのコンベンションの誘致を図るものです。

平成 25 年度にとりまとめた基本構想に基づき、施設
の配置や規模、事業手法、公害防止基準など、より具体
的な方針を決定する基本計画を策定するものです。

新市民体育館の建設予定地となっている香陵公園及び
その周辺について、一体的な整備計画を策定するもので
す。施設の配置計画の検討、香陵グラウンドの試掘調査、
測量などを行います。

平成 25 年度に策定した新市民体育館整備基本構想に
基づき、香陵公園周辺整備基本計画と連携を取り、新市
民体育館に導入する機能、整備スケジュールなどを基本
計画として策定するものです。
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主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

条
　
例

議第41号
沼津市立沼津高等学校及び沼津市
立沼津高等学校中等部入学料等徴
収条例の一部改正

公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支
援金の支給に関する法律の一部改正に伴い、沼津市立沼津
高等学校における授業料に係る規定を定めるものです。

可決

議第44号 沼津市営住宅条例の一部改正
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の
一部改正に伴い、入居者の資格に係る規定を改めるものです。

可決

議第46号
沼津市消防長及び消防署長の資格
を定める条例の制定

消防組織法の一部改正に伴い、消防長及び消防署長の資格
について条例を定めるものです。

可決

予
　
算

議第33号
平成25年度沼津市一般会計補正
予算（第4回）

今回の補正予算は、５億９,304万1,000円を追加したもの
で、その結果、予算総額は、708億 538万 9,000円とな
りました。　　
追加したものは、病院事業会計繰出金3億5,000万円、ス
マートインターチェンジ設置事業費6,360万円、生活保護
扶助費5,531万 5,000円が主なものです。
財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般財源とし
て基金繰入金をもって充てるものです。
このほか、繰越明許費として道路維持事業3,150万円など
10事業を翌年度に繰り越すほか、債務負担行為として子ど
も子育て支援事業費及び民間保育所施設整備借入金償還費
補助金を追加するものです。

可決

人
　
事

認第 １ 号 監査委員選任の同意
平成26年３月31日をもって任期満了となる杉

すぎ
本
もと
雅
まさ
俊
とし
氏の

後任として、新たに宮前町在住の大
おお
川
かわ
正
まさ
博
ひろ
氏を選任するこ

とについて同意されました。
同意

認第 ２ 号
固定資産評価審査委員会委員選任
の同意

平成26年３月31日をもって任期満了となる上土町在住の
梅
うめ
田
だ
久
く
実
み
氏を再任することについて同意されました。

同意

認第 ３ 号 人権擁護委員推薦の同意

平成26年６月30日をもって任期満了となる本字出口町在
住の鈴

すず
木
き
隆
たか
義
よし
氏、西間門在住の木

き
村
むら
保
やす
成
なり
氏、三芳町在住の

伊
い
東
とう
哲
てつ
夫
お
氏及び五月町在住の梅

うめ
田
だ
欣
きん
一
いち
氏の再任を推薦する

ことについて同意されました。

同意

議　案　名

議
決
結
果

志

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

新

政

会

未
来
の
風

公

明

党

自
民
沼
津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

条
　
例

議第 ３ ～
　　32号

沼津市多目的展示イベント施設条例の一部改正　
ほか 29件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 41号 沼津市立沼津高等学校及び沼津市立沼津高等学校
中等部入学料等徴収条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

予
　
算

議第 47号 平成 26年度沼津市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議第 49号 平成 26年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ×

議第 52号 平成 26年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

会派別　賛否が分かれた議案一覧 ◯＝賛成　　×＝反対　　―＝退席

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。 沼津市議会 検索

5 ＊ぬまづ市議会だより　№ 201



主な議案一覧
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算
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人
　
事
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本
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平成26年３月31日をもって任期満了となる上土町在住の
梅
うめ
田
だ
久
く
実
み
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平成26年６月30日をもって任期満了となる本字出口町在
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すず
木
き
隆
たか
義
よし
氏、西間門在住の木

き
村
むら
保
やす
成
なり
氏、三芳町在住の

伊
い
東
とう
哲
てつ
夫
お
氏及び五月町在住の梅

うめ
田
だ
欣
きん
一
いち
氏の再任を推薦する

ことについて同意されました。

同意

議　案　名

議
決
結
果

志

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

新

政

会

未
来
の
風

公

明

党

自
民
沼
津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

条
　
例

議第 ３ ～
　　32号

沼津市多目的展示イベント施設条例の一部改正　
ほか 29件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 41号 沼津市立沼津高等学校及び沼津市立沼津高等学校
中等部入学料等徴収条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

予
　
算

議第 47号 平成 26年度沼津市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議第 49号 平成 26年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ×

議第 52号 平成 26年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
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問
施
政
方
針
の
中
で
、「
こ
れ
ま
で
の

規
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
停
滞
感
を
打
破

す
る
躍
動
感
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
規
制
に
と
ら
わ

れ
な
い
具
体
的
な
取
り
組
み
と
は
。

答
市
長
／
こ
れ
ま
で
の
規
制
に
と
ら
わ

れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
市
立
病
院
東
側
の
土
地
利
用

に
代
表
さ
れ
る
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
抑
制

と
い
う
考
え
方
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、

法
律
の
許
す
範
囲
で
開
発
の
可
能
性
を
探

っ
て
い
く
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
今
後
、

交
通
環
境
が
向
上
し
、
新
た
な
土
地
利
用

問
消
防
団
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
防
災
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
中
で
、
①
平
成
二
十
五
年
十
一
月

八
日
付
の
消
防
団
員
確
保
に
係
る
総
務
大

臣
書
簡
に
あ
る
「
市
職
員
が
み
ず
か
ら
率

先
し
て
、
消
防
団
に
参
加
す
る
よ
う
、
市

に
は
そ
の
促
進
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
、
直
接
要
求
に
対
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
新
規
採
用
職
員
の
現
場
研
修
と
し

て
、
期
限
を
区
切
り
入
団
し
て
も
ら
う
こ

と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
②
女
性
消
防
団

員
が
地
域
の
各
分
団
へ
入
団
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
市
長
／
①
本
市
の
消
防
団
に
は
現
在

四
十
二
人
の
公
務
員
が
在
籍
し
、
そ
の
う

が
見
込
ま
れ
る
地
区
な
ど
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
に
対
す
る
規
制
緩
和
等
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
土
地
利
用

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
民
間
活
力
の

さ
ら
な
る
導
入
も
不
可
欠
と
考
え
、
中
央

公
園
や
狩
野
川
の
河
川
敷
及
び
水
面
の
活

用
な
ど
に
つ

い
て
、
民
間

の
知
恵
を
取

り
入
れ
、
柔

軟
な
発
想
で

ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て

い
く
。

ち
十
七
人
が
本
市
の
職
員
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
研
修
と
し
て
、
命
令
で
入
団
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
適
切
で
は
な
い
と
考

え
る
が
、
市
職
員
が
消
防
団
へ
入
団
す
る

こ
と
は
非
常
に
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

文
書
等
で
の
入
団
促
進
の
呼
び
か
け
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。
②
現
在
、
女
性
消
防

団
員
に
つ
い
て
は
、
団
本
部
付
の
女
性
消

防
団
紫
明
隊
と
し
て
、
防
火
広
報
や
応
急

手
当
て
講
習
、
住
宅
防
火
診
断
な
ど
の
後

方
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

後
、
女
性
消
防
団
員
が
地
域
の
各
分
団
に

お
い
て
、
現
場
の
第
一
線
で
働
く
こ
と
も

想
定
し
、詰
所
の
整
備
な
ど
を
含
め
調
査・

研
究
し
て
い
く
。

植
松

　恭
一

江
本
　浩
二

躍動感あるまちづくりを消防団員の確保対策は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
十
二
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、

市
長
の
平
成
二
十
六
年
度
施
政
方
針
に

対
す
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
七
つ
の

会
派
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

自
民
沼
津

未
来
の
風

問
高
齢
化
が
進
み
、
自
家
用
車
を
利
用

で
き
な
く
な
る
人
口
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
中
、
本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
確
保

と
充
実
の
た
め
の
施
策
は
。

答
市
長
／
公
共
交
通
の
う
ち
、
バ
ス
利

用
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
バ
ス
交

通
の
持
続
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
本

市
で
は
運
行
事
業
者
と
連
携
を
図
り
、
住

民
生
活
の
実
情
に
即
し
た
運
行
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
の
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
採
算

性
、
効
率
化
を
視
野
に
入
れ
た
デ
マ
ン
ド

方
式
の
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
運
行
事
業
者
の
独

自
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
一
乗
車

百
円
で
利
用
で
き
る
高
齢
者
向
け
割
引
定

期
券
「
楽
々
パ
ス
」
や
、
通
勤
定
期
を
所

持
し
て
い
る
本
人
の
家
族
が
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
休
日
、
一
定
の
路
線
に
限
り
、

一
乗
車
百
円
で
利
用
で
き
る
「
環
境
定
期

券
」
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

周
知
、
普
及
を
進
め
て
い
る
。
今
後
に
お

い
て
も
、
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
運

行
事
業
者
と
と

も
に
市
民
が
利

用
し
や
す
い
、公

共
交
通
体
系
を

研
究
し
て
い
く
。

鈴
木
　秀
郷

公共交通の利便性向上は 市
民
ク
ラ
ブ

▲戸田・西浦地区デマンド
　タクシー（ふじみgo！）

▲狩野川水面活用の一例
　（カヤック体験）

［
代
表
質
問
］
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問
施
政
方
針
で
は
、
貧
困
が
次
世
代
へ

連
鎖
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。
今
ほ
ど

憲
法
第
二
十
五
条
に
基
づ
く
市
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
と
考
え
る

が
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
断
ち
切
る
た

め
に
、
本
市
が
実
施
す
る
福
祉
政
策
は
。

答
市
長
／
貧
困
と
格
差
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
る
が
、
こ
の
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
抜

本
的
に
断
ち
切
る
た
め
に
、
本
市
が
独
自

に
で
き
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
。
社
会
保
障
全
体
を
ど
う
考

え
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
政
の
大
き
な
選

択
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
と
は

問
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
開
業
に
当
た
り
、

①
学
会
や
展
示
会
等
を
開
催
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
誘
致
状
況
は
。
②
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
来
訪
者

の
沼
津
駅
南
口
方
面
へ
の
誘
導
は
。
③
ア

フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
充
実
は
。

答
市
長
／
①
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
開
業
に

向
け
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
県
、
市
、

静
岡
県
東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

ー
ロ
ー
等
が
連
携
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

等
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日

本
脳
低
温
療
法
学
会
や
全
国
自
治
会
連
合

会
総
会
な
ど
、
多
様
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
②
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
来
訪
者
の
沼
津
駅
南
口
方
面
へ
の
誘
導

施
策
と
し
て
、
来
訪
者
向
け
の
周
辺
マ
ッ

問
ぬ
ま
づ
の
宝
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
①
シ
テ
ィ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
。
②
ぬ
ま

づ
の
宝
一
〇
〇
選
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
全
国
に
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
交
流
人
口
及
び
定
住
人
口
の
増
加
、

さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
力
強
く
推
進
す
る
た

め
の
市
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
シ
テ
ィ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
中
で
、
取
り
組
み
方
針
や
具
体
的
な

手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

問
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
に
向

け
、
①
組
織
体
制
の
強
化
と
と
も
に
重
要

と
な
る
人
材
育
成
に
対
す
る
認
識
は
。
②

歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
①
人
材
育
成
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
風
通
し
の

よ
い
職
場
づ
く
り
な
ど
、
行
政
の
組
織
風

土
改
革
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
図
る
研
修
等
を
進
め
て
き
た
。
さ

ら
に
、
職
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
効
率

化
を
目
的
と
し
て
、
職
員
の
創
意
工
夫
に

よ
る
提
案
を
求
め
る
職
員
提
案
制
度
を
、

新
規
採
用
職
員
や
臨
時
職
員
を
含
む
全

職
員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後

い
え
、
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て
、
き
め

細
や
か
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
、

さ
ら
に
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
的
確

な
支
援
を
進
め
て
い
く
中
で
、
子
育
て
環

境
の
整
備
、
障
害
者
・
高
齢
者
の
就
労
や

社
会
参
画
の
促
進
、
生
活
困
窮
者
へ
の
就

労
支
援
や
貧
困
の
連
鎖
防
止
対
策
等
、
地

域
住
民
や
事
業
者
な
ど
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
働
し
て
、
と
も
に
支
え
合
う
地
域

社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
憲
法
第
二
十
五
条
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
の
安
心
安
全

を
確
保
し
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

よ
う
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
い
く
。

プ
の
作
成
の
ほ
か
、
駅
北
口
か
ら
駅
南
口

方
面
へ
の
ル
ー
ト
を
案
内
す
る
看
板
の
充

実
や
、
駅
北
口
広
場
に
市
内
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
す
る
掲
示
板
の

設
置
等
を
行
っ
て
い
く
。
③
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
等
に
つ
い
て
、
県

東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
伊
豆
・
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
を

貸
し
切
っ
た
夜
の
水
族
館
で
の
懇
親
会
や
、

伊
豆
箱
根
鉄
道
の
電
車
を
貸
し
切
り
に
し

た
車
内
懇
親
会
等
、
本
市
の
み
な
ら
ず
県

東
部
地
域
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
東
部
地
域
の

自
治
体
と
連
携
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

考
え
て
い
る
。
②
ぬ
ま
づ
の
宝
一
〇
〇
選

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
間
や
地
域
単
位
で

徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
ま
だ

浸
透
度
も
低
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
り
組

み
を
喚
起
す
べ
く
、
平
成
二
十
六
年
度
に
、

ぬ
ま
づ
の
宝
一
〇
〇
選
の
再
選
考
を
実
施

す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を

進
め
つ
つ
、
沼

津
ブ
ラ
ン
ド
の

定
着
を
図
り
、

全
国
に
向
け
た

情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
②
歳
入
確
保
に
向
け
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
初
め
と
す

る
広
告
事
業
や
市
有
財
産
の
売
却
・
貸
し

付
け
等
を
進
め
て
き
た
。
平
成
二
十
五
年

度
に
は
、
歳
入
確
保
の
推
進
及
び
本
市
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利

用
し
た
一
万
円
以
上
の
寄
附
者
を
対
象
に
、

沼
津
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
取
り
組
み
を

開
始
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
は
、
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
や
各
種
通
知
書
の
送
付
用
封

筒
、
市
立
図
書
館
の
雑
誌
カ
バ
ー
へ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
制
度
の
導
入
等
、
さ
ら
な
る
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
く
。
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問
施
政
方
針
で
は
、
貧
困
が
次
世
代
へ

連
鎖
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。
今
ほ
ど

憲
法
第
二
十
五
条
に
基
づ
く
市
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
と
考
え
る

が
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
断
ち
切
る
た

め
に
、
本
市
が
実
施
す
る
福
祉
政
策
は
。

答
市
長
／
貧
困
と
格
差
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
る
が
、
こ
の
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
抜

本
的
に
断
ち
切
る
た
め
に
、
本
市
が
独
自

に
で
き
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
。
社
会
保
障
全
体
を
ど
う
考

え
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
政
の
大
き
な
選

択
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
と
は

問
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
開
業
に
当
た
り
、

①
学
会
や
展
示
会
等
を
開
催
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
誘
致
状
況
は
。
②
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
来
訪
者

の
沼
津
駅
南
口
方
面
へ
の
誘
導
は
。
③
ア

フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
充
実
は
。

答
市
長
／
①
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
開
業
に

向
け
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
県
、
市
、

静
岡
県
東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

ー
ロ
ー
等
が
連
携
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

等
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日

本
脳
低
温
療
法
学
会
や
全
国
自
治
会
連
合

会
総
会
な
ど
、
多
様
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
②
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
来
訪
者
の
沼
津
駅
南
口
方
面
へ
の
誘
導

施
策
と
し
て
、
来
訪
者
向
け
の
周
辺
マ
ッ

問
ぬ
ま
づ
の
宝
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
①
シ
テ
ィ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
。
②
ぬ
ま

づ
の
宝
一
〇
〇
選
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
①
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
全
国
に
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
交
流
人
口
及
び
定
住
人
口
の
増
加
、

さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
力
強
く
推
進
す
る
た

め
の
市
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
シ
テ
ィ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
中
で
、
取
り
組
み
方
針
や
具
体
的
な

手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

問
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
に
向

け
、
①
組
織
体
制
の
強
化
と
と
も
に
重
要

と
な
る
人
材
育
成
に
対
す
る
認
識
は
。
②

歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
①
人
材
育
成
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
風
通
し
の

よ
い
職
場
づ
く
り
な
ど
、
行
政
の
組
織
風

土
改
革
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
図
る
研
修
等
を
進
め
て
き
た
。
さ

ら
に
、
職
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
効
率

化
を
目
的
と
し
て
、
職
員
の
創
意
工
夫
に

よ
る
提
案
を
求
め
る
職
員
提
案
制
度
を
、

新
規
採
用
職
員
や
臨
時
職
員
を
含
む
全

職
員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後

い
え
、
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て
、
き
め

細
や
か
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
、

さ
ら
に
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
的
確

な
支
援
を
進
め
て
い
く
中
で
、
子
育
て
環

境
の
整
備
、
障
害
者
・
高
齢
者
の
就
労
や

社
会
参
画
の
促
進
、
生
活
困
窮
者
へ
の
就

労
支
援
や
貧
困
の
連
鎖
防
止
対
策
等
、
地

域
住
民
や
事
業
者
な
ど
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
働
し
て
、
と
も
に
支
え
合
う
地
域

社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
憲
法
第
二
十
五
条
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
の
安
心
安
全

を
確
保
し
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

よ
う
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
い
く
。

プ
の
作
成
の
ほ
か
、
駅
北
口
か
ら
駅
南
口

方
面
へ
の
ル
ー
ト
を
案
内
す
る
看
板
の
充

実
や
、
駅
北
口
広
場
に
市
内
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
す
る
掲
示
板
の

設
置
等
を
行
っ
て
い
く
。
③
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
等
に
つ
い
て
、
県

東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
伊
豆
・
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
を

貸
し
切
っ
た
夜
の
水
族
館
で
の
懇
親
会
や
、

伊
豆
箱
根
鉄
道
の
電
車
を
貸
し
切
り
に
し

た
車
内
懇
親
会
等
、
本
市
の
み
な
ら
ず
県

東
部
地
域
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
東
部
地
域
の

自
治
体
と
連
携
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

考
え
て
い
る
。
②
ぬ
ま
づ
の
宝
一
〇
〇
選

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
間
や
地
域
単
位
で

徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
ま
だ

浸
透
度
も
低
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
り
組

み
を
喚
起
す
べ
く
、
平
成
二
十
六
年
度
に
、

ぬ
ま
づ
の
宝
一
〇
〇
選
の
再
選
考
を
実
施

す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を

進
め
つ
つ
、
沼

津
ブ
ラ
ン
ド
の

定
着
を
図
り
、

全
国
に
向
け
た

情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
②
歳
入
確
保
に
向
け
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
初
め
と
す

る
広
告
事
業
や
市
有
財
産
の
売
却
・
貸
し

付
け
等
を
進
め
て
き
た
。
平
成
二
十
五
年

度
に
は
、
歳
入
確
保
の
推
進
及
び
本
市
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利

用
し
た
一
万
円
以
上
の
寄
附
者
を
対
象
に
、

沼
津
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
取
り
組
み
を

開
始
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
は
、
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
や
各
種
通
知
書
の
送
付
用
封

筒
、
市
立
図
書
館
の
雑
誌
カ
バ
ー
へ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
制
度
の
導
入
等
、
さ
ら
な
る
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
く
。
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問
鉄
道
高
架
事
業
は
、
駅
南
北
交
通
の

円
滑
化
や
沼
津
駅
周
辺
の
活
性
化
に
資
す

る
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
が
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
開
通
に
伴

う
市
内
へ
の
車
数
の
減
少
や
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
自
家
用
車
保
有
台
数
の
減
少
に

加
え
、
市
立
病
院
東
側
へ
の
大
型
店
舗
の

郊
外
出
店
等
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
が
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
①
多

額
の
費
用
を
投
資
し
て
本
事
業
を
進
め
る

意
義
は
。
②
財
源
の
見
通
し
は
。
③
駅
周

辺
の
商
店
街
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め

の
施
策
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
①
本

事
業
は
、
本
市
の
中
心
市
街
地
が
抱
え
る

問
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
新
制
度
が
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
る
が
、
①
新
制
度
へ
の
移

行
に
伴
い
設
置
さ
れ
る
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
が
担
う
役
割
は
。
②
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
そ
の
体
制
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
供
の
保
護
者
の
ほ

か
、
大
学
講
師
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員

と
い
っ
た
学
識
経
験
者
等
、
計
十
二
人
で

構
成
さ
れ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
を
初
め
、
子
ど
も
・
子
育
て

交
通
環
境
や
南
北
市
街
地
分
断
の
問
題
を

抜
本
的
に
解
消
し
、
県
東
部
地
域
の
拠
点

都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
効
果
的
な
事
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
②
経
費
の
節
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
・
県
支
出
金
や

市
債
の
適
正
な
活
用
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

③
駅
周
辺
の
商
業
の
維
持
・
発
展
を
図
る

た
め
に
、
本
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
と
合
わ
せ
て
、

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
や
既
存
の
商
業
等

の
集
積
を
活
用
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
生

活
環
境
を
提
供
す
る
都
市
機
能
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
合

わ
せ
た
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
中
心
市
街

地
の
形
成
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

支
援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
必
要
な
事

項
及
び
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

す
る
。
本
会
議
は
、
子
育
て
施
策
が
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

担
保
す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
六
年
九
月
ま
で
に
概
要
を
取
り

ま
と
め
て
県
に
提
出
し
、
平
成
二
十
七
年

三
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
策

定
体
制
に
つ
い
て
は
、
副
市
長
を
委
員
長

と
す
る
策
定
委
員
会
等
を
設
置
し
て
計
画

原
案
の
作
成
・
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
提
示
し
、
会

議
で
の
意
見
を
本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

殿
岡

　修

山
下
　富
美
子

鉄道高架事業を進めることによる
市民への影響は子ども・子育て支援に対する取り組みは

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

［
個
人
質
問
］二月
定
例
会
で
は
、
十
三
人
の
議
員
が

市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

鉄
道
高
架
の
市
民
へ
の
影
響

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

日程 議員名 主な質問項目（太字掲載） 掲載頁

3
月
４
日

殿岡　　修 鉄道高架の市民への影響、原の帯笑園のあり方 ８

山下富美子 子ども・子育て支援 ８

梅沢　　弘 鉄道高架事業、観光振興政策 ９

梶　　泰久 地域防災、消防団、メンタルヘルス対策 ９

岩崎　英亮 定住人口の増加、まちづくり指標、スポーツ振興、
地震被害想定 ９

伊藤　正彦 人口減少対策 ９

渡邉　博夫 市東部の地域振興、商業振興、環境対策、土地利用、
市民後見制度 10

片岡　章一 90 周年記念事業総括、新公会計制度対応、ネット依存対策 10

長田　吉信 読書活動の推進、障がい者支援としてのヘルプカード導入 10

頼重　秀一 孤立集落対策、液状化対策、火山防災対策、広域道路網整備 10

3
月
５
日

髙橋　達也 ことばの教室、要援護者リストの平時利用 11

加藤　明子 応急手当て普及啓発、ＡＥＤのコンビニ設置、ふるさと納税制度 11

山崎　勝子 子ども・子育て支援新制度、保育の公的責任 11
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問
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
の
、
東
駿
河

湾
環
状
道
路
一
部
開
通
に
伴
う
本
市
へ
の

影
響
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
平
成
二
十
六
年
二

月
十
一
日
に
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
一
部

の
区
間
が
供
用
開
始
さ
れ
、
東
名
高
速
道

路
や
新
東
名
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
の
伊
豆
方
面
へ
の
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
南
部
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、
沼
津
港
周
辺
や
、
中
心

市
街
地
へ
の
来
訪
者
の
影
響
を
懸
念
す
る

声
も
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
沼
津
港

な
ど
、
本
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
さ
ら
に
、

来
訪
の
目
的
地
と
し
て
、
魅
力
を
高
め
て

問
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
た
全
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
た
め
の
施
策
は
。

答
教
育
次
長
／
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

は
、
平
成
十
六
年
に
策
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
本
計
画
の
策
定

か
ら
十
年
が
経
過
し
、
平
成
二
十
五
年
度

で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
内
容
は
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
な
ど
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
人

に
注
目
し
た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
現
在
策

問
災
害
発
生
や
非
常
時
の
対
応
に
、
現

場
へ
誰
よ
り
も
早
く
駆
け
つ
け
る
消
防
職

員
や
消
防
団
員
は
、
そ
の
職
務
を
通
じ
て

惨
事
ス
ト
レ
ス
と
言
わ
れ
る
極
め
て
高
い

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
環
境
下
で
業
務

を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
し
て
、
消
防

職
員
及
び
消
防
団
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
対
す
る
考
え
と
そ
の
対
応
は
。

答
消
防
長
／
災
害
時
に
お
け
る
惨
事
ス

ト
レ
ス
対
策
は
、
隊
員
同
士
が
素
直
に
自

分
の
気
持
ち
を
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
る

問
本
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
以
降

の
地
区
別
世
帯
数
と
人
口
の
推
移
は
、
海

岸
に
近
い
地
区
ほ
ど
高
い
減
少
率
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
人
口
減
少
に
対
す
る
認

識
と
対
応
は
。

答
企
画
部
長
／
本
市
の
自
然
動
態
と
し

て
は
平
成
十
七
年
度
よ
り
死
亡
数
が
出
生

数
を
上
回
り
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
地
区
別
の
人

口
推
計
で
は
、
大
震
災
以
降
、
戸
田
、
静

浦
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
片
浜
な
ど
の

沿
岸
地
区
で
減
少
幅
が
大
き
く
な
る
一
方

で
、
第
一
地
区
で
は
増
加
し
、
愛
鷹
、
金

岡
、
浮
島
、
大
岡
な
ど
の
内
陸
地
区
で
は
、

小
さ
な
減
少
幅
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
関
係

者
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
も
と
、
一
層
の

情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
沼

津
駅
か
ら
沼
津
港
へ
の
回
遊
性
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ん
さ

ん
通
り
を
初
め
と
し
た
、
狩
野
川
堤
防
沿

い
の
コ
ー
ス
な
ど
、
バ
ス
は
も
と
よ
り
、

徒
歩
、
自
転
車
で
の
移
動
が
可
能
な
幾
つ

も
の
魅
力
的
な
ル
ー
ト
を
、
来
訪
者
に
さ

ま
ざ
ま
な
選
択
肢
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、

沼
津
駅
と
沼
津
港
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
支
援
、
お
も
て
な
し
の
観
点

か
ら
の
沼
津
駅
前
に
お
け
る
観
光
案
内
の

充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

定
中
の
基
本
計
画
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
に
加
え
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
等
、

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
に
も
注
目
し
、

全
て
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
行
え

る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
育

館
な
ど
の
公
共
施
設
や
学
校
体
育
施
設
の

整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
整
備
、
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

活
動
終
了
後
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
い
ち
早
く
惨
事
ス
ト
レ
ス
の

ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
が
組
織

す
る
緊
急
時
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
派
遣
を
要
請
し
、
よ
り
専
門
的
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
緩
和
や
ス
ト
レ
ス
障
害
の

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
毎
年
四
月

に
消
防
団
員
教
育
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
二
十
五
年
度
は
、
分
団
長
以
上

の
幹
部
職
員
に
対
し
、
具
体
的
な
惨
事
ス

ト
レ
ス
緩
和
対
策
に
つ
い
て
合
同
研
修
を

実
施
し
た
。

地
区
別
の
世
帯
数
の
推
移
で
は
、
大
震
災

以
降
、
第
二
、
第
三
、
片
浜
地
区
の
世
帯

数
が
、
こ
れ
ま
で
の
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
津

波
等
に
対
す
る
市
民
の
不
安
が
人
口
減
少

に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
津
波
浸
水
域
と
県
第
四
次

被
害
想
定
の
正
し
い
情
報
を
繰
り
返
し
説

明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
地
震
・
津
波
対
策
を
初
め
、

子
育
て
環
境
の
充
実
や
、
特
色
あ
る
教
育

環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確
保
や
ま
ち
な
か

居
住
の
推
進
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
よ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
定
住
人
口
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

梅
沢

　弘

岩
崎

　英
亮

梶
　泰
久

伊
藤
　正
彦

東駿河湾環状道路一部開通に伴う
本市への影響は

全市民がスポーツにかかわるための
施策は

消防職員等のメンタルヘルス対策に
対する考えは

東日本大震災以降の人口減少に対する
認識と対応は

観
光
振
興
政
策

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

ス
ポ
ー
ツ
振
興

人
口
減
少
対
策
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問
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
の
、
東
駿
河

湾
環
状
道
路
一
部
開
通
に
伴
う
本
市
へ
の

影
響
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
平
成
二
十
六
年
二

月
十
一
日
に
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
一
部

の
区
間
が
供
用
開
始
さ
れ
、
東
名
高
速
道

路
や
新
東
名
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
の
伊
豆
方
面
へ
の
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
南
部
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、
沼
津
港
周
辺
や
、
中
心

市
街
地
へ
の
来
訪
者
の
影
響
を
懸
念
す
る

声
も
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
沼
津
港

な
ど
、
本
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
さ
ら
に
、

来
訪
の
目
的
地
と
し
て
、
魅
力
を
高
め
て

問
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
た
全
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
た
め
の
施
策
は
。

答
教
育
次
長
／
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

は
、
平
成
十
六
年
に
策
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
本
計
画
の
策
定

か
ら
十
年
が
経
過
し
、
平
成
二
十
五
年
度

で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
内
容
は
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
な
ど
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
人

に
注
目
し
た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
現
在
策

問
災
害
発
生
や
非
常
時
の
対
応
に
、
現

場
へ
誰
よ
り
も
早
く
駆
け
つ
け
る
消
防
職

員
や
消
防
団
員
は
、
そ
の
職
務
を
通
じ
て

惨
事
ス
ト
レ
ス
と
言
わ
れ
る
極
め
て
高
い

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
環
境
下
で
業
務

を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
し
て
、
消
防

職
員
及
び
消
防
団
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
対
す
る
考
え
と
そ
の
対
応
は
。

答
消
防
長
／
災
害
時
に
お
け
る
惨
事
ス

ト
レ
ス
対
策
は
、
隊
員
同
士
が
素
直
に
自

分
の
気
持
ち
を
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
る

問
本
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
以
降

の
地
区
別
世
帯
数
と
人
口
の
推
移
は
、
海

岸
に
近
い
地
区
ほ
ど
高
い
減
少
率
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
人
口
減
少
に
対
す
る
認

識
と
対
応
は
。

答
企
画
部
長
／
本
市
の
自
然
動
態
と
し

て
は
平
成
十
七
年
度
よ
り
死
亡
数
が
出
生

数
を
上
回
り
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
地
区
別
の
人

口
推
計
で
は
、
大
震
災
以
降
、
戸
田
、
静

浦
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
片
浜
な
ど
の

沿
岸
地
区
で
減
少
幅
が
大
き
く
な
る
一
方

で
、
第
一
地
区
で
は
増
加
し
、
愛
鷹
、
金

岡
、
浮
島
、
大
岡
な
ど
の
内
陸
地
区
で
は
、

小
さ
な
減
少
幅
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
関
係

者
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
も
と
、
一
層
の

情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
沼

津
駅
か
ら
沼
津
港
へ
の
回
遊
性
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ん
さ

ん
通
り
を
初
め
と
し
た
、
狩
野
川
堤
防
沿

い
の
コ
ー
ス
な
ど
、
バ
ス
は
も
と
よ
り
、

徒
歩
、
自
転
車
で
の
移
動
が
可
能
な
幾
つ

も
の
魅
力
的
な
ル
ー
ト
を
、
来
訪
者
に
さ

ま
ざ
ま
な
選
択
肢
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、

沼
津
駅
と
沼
津
港
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
支
援
、
お
も
て
な
し
の
観
点

か
ら
の
沼
津
駅
前
に
お
け
る
観
光
案
内
の

充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

定
中
の
基
本
計
画
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
に
加
え
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
等
、

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
に
も
注
目
し
、

全
て
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
行
え

る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
育

館
な
ど
の
公
共
施
設
や
学
校
体
育
施
設
の

整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
整
備
、
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

活
動
終
了
後
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
い
ち
早
く
惨
事
ス
ト
レ
ス
の

ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
が
組
織

す
る
緊
急
時
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
派
遣
を
要
請
し
、
よ
り
専
門
的
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
緩
和
や
ス
ト
レ
ス
障
害
の

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
毎
年
四
月

に
消
防
団
員
教
育
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
二
十
五
年
度
は
、
分
団
長
以
上

の
幹
部
職
員
に
対
し
、
具
体
的
な
惨
事
ス

ト
レ
ス
緩
和
対
策
に
つ
い
て
合
同
研
修
を

実
施
し
た
。

地
区
別
の
世
帯
数
の
推
移
で
は
、
大
震
災

以
降
、
第
二
、
第
三
、
片
浜
地
区
の
世
帯

数
が
、
こ
れ
ま
で
の
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
津

波
等
に
対
す
る
市
民
の
不
安
が
人
口
減
少

に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
津
波
浸
水
域
と
県
第
四
次

被
害
想
定
の
正
し
い
情
報
を
繰
り
返
し
説

明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
地
震
・
津
波
対
策
を
初
め
、

子
育
て
環
境
の
充
実
や
、
特
色
あ
る
教
育

環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確
保
や
ま
ち
な
か

居
住
の
推
進
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
よ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
定
住
人
口
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

梅
沢

　弘

岩
崎

　英
亮

梶
　泰
久

伊
藤
　正
彦

東駿河湾環状道路一部開通に伴う
本市への影響は

全市民がスポーツにかかわるための
施策は

消防職員等のメンタルヘルス対策に
対する考えは

東日本大震災以降の人口減少に対する
認識と対応は

観
光
振
興
政
策

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

ス
ポ
ー
ツ
振
興

人
口
減
少
対
策
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問
門
池
周
辺
地
区
へ
の
小
水
力
発
電
の

導
入
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
小
水
力
発
電
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
門
池
や
牧
堰
用
水
の
利

用
が
考
え
ら
れ
る
。
門
池
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
調
査
で
発
電
量
が
少
な
く
採
算
が
確

保
で
き
な
い
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
現

段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
牧
堰
用
水
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
民
間
業
者
か
ら
事
業
提

案
を
受
け
て
い
る
が
、
関
係
法
令
に
対
す

る
手
続
や
維
持
管
理
に
関
す
る
安
全
性
の

検
討
、
地
元
関
係
者
の
合
意
等
が
必
要
で

あ
り
、
関
係
各
課
や
事
業
者
等
と
協
議
を

し
、
早
期
導
入
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
沼
津
イ
ン
タ
ー
線
ぐ
る
め
街
道
の
に

問
市
民
に
よ
り
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
借
り
た
本
の
履
歴
を
目
に
見

え
る
形
で
残
す
こ
と
で
読
書
へ
の
意
欲
を

高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
読
書
通
帳
を

導
入
す
る
考
え
は
。

答
教
育
次
長
／
読
書
通
帳
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
機
器

の
整
備
を
必
要
と
す
る
も
の
や
、
手
づ
く

り
の
通
帳
を
配
布
し
、
利
用
者
が
み
ず
か

ら
記
入
す
る
も
の
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
が
あ
る
。
読
書
通
帳
は
、
読
書
へ
の
動

機
づ
け
や
個
人
の
読
書
記
録
に
な
る
な
ど
、

読
書
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
上
で
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
読
書

通
帳
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
・
研

問
総
務
省
に
よ
る
新
地
方
公
会
計
制
度

改
革
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
施
策
は
。

答
財
務
部
長
／
本
市
で
は
、
総
務
省
か

ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
度
決

算
か
ら
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
に
基
づ

く
財
務
書
類
の
公
表
や
行
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
に
お
い
て
未
利
用
地
の
売
却
、
貸
し

付
け
等
を
行
い
、
資
産
の
有
効
活
用
を
行

っ
て
い
る
。

問
新
公
会
計
制
度
の
導
入
に
向
け
た
課

題
は
。

答
財
務
部
長
／
新
制
度
導
入
に
向
け
た

実
務
上
の
課
題
と
し
て
、
固
定
資
産
台
帳

の
整
備
と
複
式
簿
記
へ
の
円
滑
な
移
行
が

挙
げ
ら
れ
る
。
固
定
資
産
台
帳
は
、
貸
借

問
災
害
時
に
お
け
る
孤
立
集
落
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。

答
危
機
管
理
監
／
災
害
時
に
お
け
る
本

市
の
孤
立
集
落
は
、
津
波
被
害
ま
た
は
土

砂
災
害
に
よ
り
道
路
の
通
行
が
不
能
と
な

り
、
静
浦
、
内
浦
、
西
浦
、
戸
田
地
区
の

孤
立
が
想
定
さ
れ
る
。
本
市
で
は
、
孤
立

集
落
と
災
害
対
策
本
部
の
直
接
通
信
が
可

能
な
地
域
防
災
無
線
を
整
備
し
て
お
り
、

ま
た
、
地
元
消
防
団
に
は
、
消
防
団
無
線

及
び
地
域
防
災
無
線
を
整
備
し
て
い
る
。

地
域
防
災
無
線
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
会
が
定
期
的
に
取
り
扱
い
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
会

に
お
け
る
孤
立
想
定
訓
練
や
集
落
住
民
が

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
策
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ぐ
る
め
街
道
振
興
会
と
情

報
交
換
を
密
に
し
な
が
ら
検
討
し
、
観
光

客
や
周
辺
住
民
を
対
象
と
し
た
食
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
門
池
公
園
の
桜
等
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た
観
光
情
報
の
発
信
な
ど

の
ぐ
る
め
街
道

振
興
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、

国
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
活
用
を

視
野
に
入
れ
な

が
ら
支
援
に
努

め
て
い
く
。

究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
沼
津
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
教
育
次
長
／
図
書
館
で
は
、
子
ど
も

の
読
書
週
間
記
念
講
演
会
、
読
み
聞
か
せ

講
座
等
の
実
施
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
子
供

用
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
行
い
、
子
育
て
支
援

課
で
は
、
七
カ
月
児
健
康
相
談
時
等
に
絵

本
の
配
布
や
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
等
の
親
子
絵
本
ふ
れ
あ
い
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
で
は
、
朝
読

書
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
司
書
教
諭
を

配
置
義
務
の
な
い
十
一
学
級
以
下
の
十
校
に

も
配
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
司
書
十
四

人
が
市
内
四
十
一
校
を
巡
回
し
て
い
る
。

対
照
表
を
よ
り
精
緻
な
も
の
に
し
、
正
確

な
財
務
情
報
を
得
る
た
め
に
必
要
と
な
る

が
、
総
務
省
の
作
業
部
会
の
議
論
の
中
で

も
、
現
行
の
公
有
財
産
台
帳
等
は
、
現
在

価
値
が
明
確
で
な
い
上
、
全
て
の
資
産
を

網
羅
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

指
摘
が
さ
れ
、
引
き
続
き
、
正
確
な
資
産

把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
複
式
簿
記
の
導
入
に

は
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
職
員

の
理
解
、
習
得
な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
既
に
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
事
例
な
ど
の
情
報
収
集
や
、
国
等
の

動
き
を
注
視
し
つ
つ
、
適
切
に
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

一
週
間
程
度
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
非

常
食
、
毛
布
や
テ
ン
ト
等
を
備
蓄
し
た
孤

立
用
防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
お
り
、
定
期

的
な
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問
災
害
時
に
お
け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

運
用
は
。

答
危
機
管
理
監
／
災
害
時
の
孤
立
集
落

に
対
す
る
災
害
救
援
活
動
等
に
お
い
て
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
用
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
静
浦
以
南
の
地
区
に
は
、
拠
点

と
な
る
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
災
害
時
に
は
、
自
衛
隊
、
警
察
、

消
防
、
医
療
機
関
な
ど
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
連
携
し
、
運
用
を
図
っ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

渡
邉

　博
夫

長
田

　吉
信

片
岡
　章
一

頼
重
　秀
一

本市東部の地域振興に対する考えは

読書通帳を導入した　　
市民の読書活動の推進は

新公会計制度に向けた本市の対応は

災害時における孤立集落対策は

市
東
部
の
地
域
振
興

新
公
会
計
制
度
対
応

読
書
活
動
の
推
進

孤
立
集
落
対
策
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問
こ
と
ば
の
教
室
は
、
こ
れ
ま
で
発
音

や
発
声
が
う
ま
く
で
き
な
い
子
供
た
ち
に

対
し
て
、
幼
児
部
及
び
学
齢
部
を
併
設
し
、

第
二
小
学
校
で
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、

平
成
二
十
五
年
三
月
末
に
言
語
聴
覚
士
が

退
職
し
て
か
ら
は
十
分
な
指
導
が
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と
考
え
る
。
現
在

の
状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

答
教
育
長
／
こ
と
ば
の
教
室
に
は
、
幼

児
部
担
当
及
び
学
齢
部
担
当
が
配
置
さ
れ
、

段
階
的
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
第
二

小
へ
の
通
級
困
難
者
に
対
し
て
は
愛
鷹
小

で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
実
施
し
、
ま
た

幼
児
部
及
び
学
齢
部
担
当
者
で
情
報
を
共

有
す
る
な
ど
、
言
語
指
導
の
体
制
は
整
え

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お

い
て
は
、
保
育
行
政
を
制
度
の
中
心
に
据
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
実
施
主

体
と
し
て
の
本
市
の
保
育
行
政
施
策
に
対

す
る
認
識
は
。
②
新
制
度
の
実
施
に
お
け

る
本
市
の
公
的
責
任
に
対
す
る
認
識
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
子
育
て
支
援
策
の

中
心
に
据
え
る
べ
き
保
育
行
政
施
策
に
つ

い
て
は
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
子
供
を

保
育
所
等
に
お
い
て
保
育
す
る
こ
と
が
最

も
基
本
的
な
施
策
で
あ
り
、
地
域
子
育
て

支
援
事
業
に
お
け
る
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
な
ど
、
保
護
者
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
保
育
の
量
的
拡
充
及
び
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

問
救
命
率
向
上
の
た
め
に
は
、
応
急
手

当
て
の
知
識
と
技
術
を
多
く
の
人
が
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
本
市

に
お
け
る
救
命
講
習
会
の
受
講
者
数
の
動

向
及
び
応
急
手
当
て
の
普
及
啓
発
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

答
消
防
長
／
本
市
の
救
命
講
習
会
に
お

け
る
受
講
者
数
の
達
成
目
標
は
、
国
の
示

す
指
針
に
合
わ
せ
、
成
人
人
口
の
二
〇
％

と
し
て
お
り
、
受
講
者
数
の
達
成
目
標
は

十
年
ご
と
に
見
直
し
を
か
け
、
現
在
の
目

標
値
は
、
平
成
十
七
年
度
に
再
設
定
し
た

三
万
四
千
人
で
、
一
年
当
た
り
で
計
算
す

る
と
三
千
四
百
人
と
な
る
。
過
去
五
年
間

に
お
け
る
本
市
の
救
命
講
習
会
の
受
講
者

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
言
語
聴
覚
士
が
い
な
い
状
況
と
あ
わ

せ
、
幼
児
部
と
学
齢
部
を
分
離
す
る
と
い

う
話
も
あ
り
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
保
護

者
も
い
る
。
こ
と
ば
の
教
室
を
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
今
後
は
教
育
委
員

会
や
第
二
小
と
協
議
し
、
よ
り
よ
い
連
携

方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
会

と
も
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
な
ど
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
最
善
な
策
と
な
る
よ
う
な

検
討
及
び
検
証
を
行
い
、
保
護
者
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
の
最
良
か
つ
柔
軟
な
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

え
て
い
る
。
市
が
実
施
主
体
と
し
て
、
計

画
的
な
事
業
実
施
体
制
の
確
保
、
基
盤
整

備
の
責
務
を
果
た
し
、
子
育
て
環
境
の
質

の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
②
新
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

保
護
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
身
近
な
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
環
境
の
向

上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
保

護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
な

責
任
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
認
識
を
前

提
と
し
つ
つ
、
子
供
の
最
善
の
利
益
を
実

現
す
る
観
点
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
公
的
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

数
は
三
万
八
千
六
百
七
十
五
人
、
年
間
平

均
は
七
千
七
百
三
十
五
人
で
、
目
標
値
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
応

急
手
当
て
の
普
及
啓
発
活
動
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
本
市
が
主
催
す
る
一
般
公

募
に
よ
る
救
命
講
習
会
と
、
事
業
所
や
自

主
防
災
会
を
初
め
と
す
る
各
種
団
体
か
ら

の
依
頼
に
対
応
し
た
救
命
講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
広
く
応
急
手
当

て
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
的
に
応
急
手
当

て
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
広
報
ぬ
ま

づ
な
ど
で
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋

　達
也

山
崎

　勝
子

加
藤
　明
子

ことばの教室の充実に向けた
今後の取り組みは

子ども・子育て支援新制度における
保育の公的責任は

救命率向上のための応急手当ての
普及啓発に向けた取り組みは

こ
と
ば
の
教
室

応
急
手
当
て
普
及
啓
発

保
育
の
公
的
責
任

第13回（6月）定例会から
第16回（2月）定例会の開会・閉会予定

定例会 開会予定日 閉会予定日

平成26年
第13回(６月)
定例会

６月９日（月） ６月30日（月）

第14回(９月)
定例会 ９月12日（金） 10月15日（水）

第15回(11月)
定例会 11月25日（火） 12月16日（火）

平成27年
第16回(2月)
定例会

２月13日（金） ３月19日（木）

　この定例会開会・閉会予定は、都合により変更
する場合がありますので、御了承ください。
　各定例会の詳細な日程は、招集告示日（定例会
開会 1週間前ごろ）に開かれる議会運営委員会で
協議されます。
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私
は
四
月
か
ら
、
静
浦
小
中
一
貫
学
校
立
志

部
の
六
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
新
校
舎
に
は
、

本
を
読
む
ス
ペ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
本
も

た
く
さ
ん
ふ
え
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
、
中
学
生
と
一
緒
に
生
活

で
き
る
の
で
、
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
部
活

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
自
分
も
一
生
懸
命
で

き
る
部
活
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
制
服
も
楽
し
み
で
す
。

一
年
生
か
ら
九
年
生
で
協
力
し
、
み
ん
な
が

楽
し
め
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

静
浦
は
、
近
く
に
海
が
あ
り
、
美
し
い
富
士

山
が
見
え
ま
す
。
何
よ
り
、
地
域
が
温
か
く
、

お
年
寄
り
も
元
気
で
す
。
こ
こ
静
浦
で
は
、
四

月
か
ら
静
岡
県
東
部
地
区
で
初
の
小
中
一
貫
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
は
、
と
て

も
広
く
て
、
こ
こ
か
ら
新
し
い
学
校
が
始
ま
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
下
級
生
と
の
触
れ
合
い
を
大

切
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
九
年
生
と
し
て

全
校
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
九
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
静
浦
の
よ
さ

を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

静
浦
の
よ
さ
と
小
中
一
貫
学
校

ぼくとわたしの

ゆめ
たから 静浦小中一貫学校

大志部 ９年
坂
さか

井
い

大
だい

介
すけ

さん

◆陳情内容
沼津市立第二小学校で行っていたことばの教室幼児

部の指導に当たる言語聴覚士が平成 25 年 3 月末に退
職し、ことばの教室幼児部は、休級状態となりました。
その後、「児童発達支援センターみゆき」の保育士が
指導に当たることで平成 25 年６月に再開されました
が、ことばの教室親の会としては、後任の言語聴覚士
を迎える予定がないことや、ことばの教室幼児部を学
齢部と分離し、第二小から「児童発達支援センターみ
ゆき」に移設することに対して、これまでと同様に第
二小での対応を求めるものです。
◆検討結果

ことばの教室幼児部と学齢部との併設継続について
は、幼児部の実施拠点は、「児童発達支援センターみ

ゆき」を基本に考えているが、保護者の要望に沿える
よう、平成 26 年度は、沼津市立第二小学校にもスタ
ッフを派遣して実施するとの答弁が、当局よりありま
した。

言語聴覚士の雇用については、厳しい現状はある
が、その専門性と効果の高さについて十分留意し、
処遇等の制度改善も含め、検討するよう要望する意
見がありました。

今後については、保護者の意見を十分受け止めなが
ら、これまでと支障のない運用となるようにしてもら
いたいこと、また、子供たちにとって、何が大事なの
かを第一に考えて判断すること、そして、検討過程や
その結果は、保護者や議会に報告をすることなどを要
望する意見がありました。

沼津市立第二小学校ことばの教室親の会より陳情が提出され、民生病院委員会に
送付した後、平成 26 年 3 月 7 日に民生病院委員会及び文教消防委員会の連合審査
会において検討を行いました。ここでは、その内容をお知らせします。

※陳情とは、特定の事項について利害関係のあるものが、議会などに実情を訴え、措置を要望することです。

静浦小中一貫学校
立志部 ６年

佐
さ

藤
とう

花
か

音
のん

さん

 １ 沼津市立第二小学校のことばの教室幼児部と学齢部との併設継続
 ２ 専門的知識・技能を持った言語聴覚士の雇用

陳情の提出を受け、連合審査会を開催しました

陳情

送付した後、平成 26 年 3 月 7 日に民生病院委員会及び文教消防委員会の連合審査
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